

































ルギー消費量に見合う食事量が、摂取されているのか BMI（body mass index）の変動（体
重の変化）からも把握できる。





められる。平成 29 年国民健康・栄養調査（厚生労働省）では、20 歳代女性 1 人 1 日当た
り平均摂取量が、カルシウム 420mg、ビタミン D5.0ug、ビタミン K196ug であった。
　カルシウム摂取は、身体活動では荷重的な運動の励行が高い骨密度獲得に重要であると

































下）、③運動あり（週 3 日以上）から 1 つ選択した。
2）　カルシウムの多い食品の摂取量と頻度
　食品は牛乳・ヨーグルト・チーズ・小魚干物・大豆製品・緑黄色野菜・海藻類とし、摂
取頻度（量）を 4 項目から 1 つ選択した。
（3）　解析方法
　BMI や体重と骨密度判定の関係は、Pearson の相関係数を用いた。アンケート集計では、
χ2 検定を用い有意差が認められたら残差分析を行い、± 1.96 以上で有意とした。解析に





示す。平均値と標準偏差は年齢 18.6 ± 0.95 歳、身長 158.3 ± 4.86cm、 体重 50.4 ± 5.73Kg、 
BMI 20.1 ± 1.97、面積率 36.3 ± 5.40、判定値 2.4 ± 1.16 であった（表３）。




　骨密度判定 5 区分別の骨梁面積率との割合（人数）を示した（表 5）。正常群の中で高
値の判定１は 3 割を占め、正常群の判定 2・3 は合わせて 4 割強であった。一方、低値群
の判定４は 2 割強を占めたものの、判定 5 は 0 であった。ここでの対象者は、アンケート
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